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薗m隼
・メ
ッ
セ
ー
ジ

平
成
忽
年
1

月
9

日
(
士
)

Z
7
J
ン
ツ
プ
中
ホ1
ル
「
大
地
」

に
お
い
て
「
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
静

岡
大
会
2
0
1
0

」
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
熟
年

世
代
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

経
験
、
知
識
を
も
と
に
社
会
へ

の
提
言
や
こ
れ
か
ら
の
生
き
方

な
ど
を
主
張
す
る
大
会
で
、
今

回
で
m
回
目
と
な
り
ま
す
。

県
内
外
か
ら
応
募
の
あZ
~

M
点
の
作
品
の
中
か
ら
第
1

次
書
類
審
査
、
第
2

次
発
表

審
査
を
経
て
還
ば
れ
た
7

名

の
出
場
者
が
、
約60
0

名
の
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観
覧
者
の
前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
交
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

熱
い
想
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
南
京
玉
す

だ
れ
で
慰
問
活
動
を
行
い
、
そ

れ
を
通
し
て
感
じ
た
"
熟
年
期

を
有
意
義
に
高
官
」
す
た
め
の
3

筒
条
“
を
次
に
伝
え
た
い
藤
田

保
代
さ
ん
の
「
熟
年
パ
ワ
1

で

人
生
ま
す
ま
す
若
返
り
」
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
コ
ー
ラ

ス
活
動
を
通
じ
て
施
設
や
病

院
を
訪
問
、
歌
の
存
在
が
自
分

に
生
き
る
力
を
つ
け
、
次
世
代

に
童
謡
等
を
歌
う
輸
を
伝
え

て
い
き
た
い
金
子
雅
子
さ
ん
の

「
私
が
伝
え
た
い
一
歩
踏
み

出
し
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
後
は
、
テ
レ

ピ
で
も
お
馴
染
み
の
服
部
幸
慮

先
生
に
よ
る
「
食
育
の
す
す
め

大
切
な
も
の
を
失
っ
た
日
本

人
」
と
題
し
玄
講
演
を
頑
き
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

人
間
の
身
体
の
仕
組
み
は
、

六
十
兆
も
の
細
胞
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の

細
施
は
、
人
体
を
維
持
す
る
た

め
に
生
涯
の
問
分
裂
と
新
生

を
繰
り
返I
説
け
る
。
し
か
し
、

青
年
期
を
超
え
る
頃
か
ら
逐

次
新
生
の
活
動
が
衰
え
、
人
は

壮
年
期
に
入
っ
て
か
ら
そ
の
兆

候
を
微
妙
に
意
識
す
る
よ
う

に
な
る
。

さ
ら
に
、
加
齢
と
共
に
体
内

の
細
胞
の
新
生
の
度
合
い
が
衰

え
、
老
廃
物
と
な
っ
て
体
内
に

残
る
が
、
そ
の
多
く
は
排
世
き

れ
る
。
そ
れ
に
伴
内
体
力
と
視

有
事
攻
陣
8
型
炉
徐
々
に
衰
え

こ
の
こ
と
が
障
害
と
な
っ
て
成

年
期
と
違
っ
た
所
作
と
な
り
、

人
は
い
わ
ゆ
る
「
老
い
」
を
自
覚

す
る
こ
と
と
な
る
。

「
老
い
」
の
表
れ
は
、
個
人
差

は
あ
る
も
の
の
誰
も
が
避
け
て

は
通
れ
な
い
人
生
の
道
程
で
、

高
齢
に
な
れ
ば
早
晩
訪
れ
る

こ
と
に
な
る
。
医
学
の
知
識
は

な
い
も
の
の
日
頃
感
じ
る
こ
と

で
あ
る
。

現
在
、
県
下
で
邸
歳
以
上
の

高
聖
母
人
士
吉
入
手
数
‘
人

こ
れ
か
ら
も
増
え
続
け
る
と
い

う
。
顧
み
る
に
、
こ
の
世
代
の
人

た
ち
は
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
て
、

か
つ
て
な
い
苦
難
の
遭
を
歩
み
、

現
在
が
あ
る
。
そ
う
し
た
世
代

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
よ
う
や

く
安
堵
し
た
憩
い
の
場
が
「
老

人
ク
ラ
プ
」
だ
と
思
う
。

近
年
、
私
た
ち
の
最
寄
り
の

地
域
は
、
か
つ
て
の
隣
組
の
よ

う
な
連
帯
感
が
薄
れ
て
い
く

傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
現

実
に
何
か
近
所
に
出
来
事
が

あ
っ
て
も
寄
り
合
う
機
会
が

少
な
く
な
っ
た
。
近
隣
で
も
若

い
世
代
が
他
所
で
生
活
す
る
た

め
、
高
齢
者
だ
け
の
家
族
が
多

く
な
っ
た
。
特
に
過
疎
が
進
む

地
域
で
は
、
予
想
以
上
に
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
「
地
域
の
支
え
合
い
」

と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

期
待
さ
れ
る
と
思
う
。

ク
ラ
プ
の
会
員
の
多
く
は
、

職
場
の
現
役
を
終
え
、
仲
間
で

の
ス
ポ
ー
ツ
キ
趣
味
の
集
い
、
四

季
を
通
じ
て
の
旅
行
等
多
く

の
交
流
の
場
が
あ
る
。
県
老
速

職
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
受
賞
者

.
グ
ラ
ン
プ
リ
・M
E
P

賞

蕗
田
保
代
[
浜
松
市
酉
区
]

.
準
グ
ラ
ン
プ
リ

金
子
雄
子
[
静
岡
市
清
水
区
]

.
ユ
ニ
l
O
賀

小
川
令
子
[
熊
本
国
語
家
市
]

.
は
?
b
つ
薗

渥
美
滋
門
裾
野
市
]

柴
田
義
昭
[
愛
知
県
刻
全
巾
]

鈴
木
直
[
田
方
郡
函
南
町
]

麗
牧
寵
彦
[
静
岡
市
清
水
区
]

主
催
の
秋
の
グ
ラ?
4
e
ゴ
ル
7
大

会
に
は
、
県
内
各
地
か
ら
五
百
人

の
妻
子
が
集
い
日
頃
の
技
ゃ
惑
っ
。

女
性
の
集
い
で
は
、
使
わ
れ
な
い
タ

ン
ス
の
中
の
着
物
類
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
た
フ
ァ
y
v
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
賑
や

か
に
催
さ
れ
、
往
年
の
面
影
も
街

梯
さ
せ
な
が
ら
華
や
か
な
舞
台

が
披
露
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
域
に

お
い
て
は
、
初
詣
、
花
見
の
旅
、
優

勝
杯
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
公

民
館
宇
神
社
等
の
清
掃
奉
仕
、
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
訪
盟
守
、

地
遣
な
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
高
齢
者
が
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
医
療
費
の

軽
減
と
同
時
に
国
民
医
療
費
の

低
減
に
も
通
ず
る
。
足
腰
を
鍛

え
る
ウ
ォ
l

キ
ン
グ
や
仲
間
と
の

話
し
合
い
、
読
書
、
文
字
を
書
く

等
自
助
努
力
の
方
法
は
身
近
に

あ
る
。
乙
れ
ら
を
活
用
で
書
。
の
が
、

老
人
ク
ラ
プ
の
仲
間
と
の
交
流
で

あ
る
。
ク
ラ
ブ
を
目
指
す
「
自

ら
の
健
康
づ
く
り
」
と
「
地
域
の

支
え
合
い
」
は
、
地
域
に
お
け
る

豊
か
キ
す
』
健
康
な
身
停
を
育
品
、

「
老
い
」
を
先
送
り
す
る
最
善
の

道
筋
だ
と
信
じ
て
い
る
。

0.0 .... 副凶"



医
者
の
つ
ぶ
や
き

し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ツ
イ
ッ
タ
1

利
用
者
が
増

加
し
、
鳩
山
首
相
も
そ
の
一

人
と
い
う
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は

四
百
字
以
内
の
ツ
イ
ッ
ト
(
つ

ぶ
や
き
)
に
対
し
て
、
他
者
の

反
応
が
書
き
込
ま
れ
、
相

互
の
聞
に
ゆ
る
や
か
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。

筆
者
も
字
余
り
の
つ
ぶ
や
き

を
し
て
み
た
い
。

"
そ
ん
な
に
心
配
な
ら
、
脳

梗
塞
の
予
防
に
は
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
方
が
も
っ
と

大
切
で
安
上
が
り
で
す
よ
“

"
は
い
、
分
か
り
ま
し
たu

し
か
し
、
い
ま
だ
に
肥
満
は

改
善
せ
ず
、
高
血
圧
症
も
塘

理
事
長

(
そ
の1
)

糖
尿
病
で
治
療
中
の
中

壁
止
究
代
の
同
福
富
十
と
の
会
皐
司

"
現
在
の
グ
リ
コ
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
値
は
?
“

"
8
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
“

"
運
動
と
食
事
に
気
を
つ
け

て
い
る
?
“

"
努
め
て
歩
〈
よ
う
に
し
て

い
る
が
、
食
事
は
余
り
気
に

せ
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
多
少

飲
ん
で
い
る
“

"
ア
ル
コ
ー
ル
を
や
め
、
夕

食
は
量
を
漏
ら
し
て
野
菜

尿
病
も
良
く
な
っ
て
い
な
い
。

多
く
の
検
査
は
、
現
状
を

知
る
有
力
な
手
段
で
は
あ

る
が
、
将
来
を
完
全
に
予
測

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
結

呆
次
第
で
は
、
現
在
の
医
学

で
は
解
決
手
段
が
な
く
て

佐き
古こ

伊t
康1

を
多
〈
し
、
食
事
は
良
〈

咽
ん
で
禽
へ
た
ら
0
・
“

"
成
る
種
.
私
の
主
治
医
は

藁
を
呉
れ
る
が
、
生
活
指

導
は
そ
ん
な
に
し
て
〈
れ

な
い
よ
“

"
何
故
、
生
活
指
纏
が
少
な

い
か
分
か
る
?
“

冊
。
・
0
・ng
E

"
わ
が
国
の
健
康
保
険
制

度
は
出
来
高
払
い
だ
よ
ね
.

保
険
@
診
療
料
を
下
げ
ら

れ
る
と
、
多
忙
な
医
師
は

患
者
の
生
活
指
導
に
手
が

悩
む
こ
と
も
あ
る
。
か
つ
て

は
な
す
術
が
な
か
っ
た
心
筋

梗
塞
が
、
現
在
で
は
狭
く
な

っ
た
冠
状
動
脈
を
拡
げ
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

"
病
気
の
予
防
に
努
め
て
い

曇
と
、
将
来
、
医
学
の
進
歩

固
ら
な
く
な
る
の
だ
よ
“

"
そ
う
冨
え
ば
、
量
近
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
帰
国
し

た
友
人
は
、
あ
ち
ら
で
は
投

歯
車
前
に
生
活
指
導
を
う
る

さ
い
位
吉
れ
た
と
言
っ
て
い

た
よ
u

(
そ
の2
)

一
昨
年
、
軽
い
脳
梗
塞
を

患
っ
た
中
年
患
者
の
話
。
標

準
体
重
を
目
指
し
て
、
食
事

療
法
と
運
動
療
法
の
指
導

と
投
薬
を
続
け
て
き
た
。

の
恩
恵
に
与
れ
る
可
能
性

も
あ
る
の
だ
が
“

(
そ
の3
)

う
つ
痛
で
通
院
中
の
患

者
と
の
会
話
。

"
藁
に
頼
る
よ
り
も
、
心
理

憲
法
を
受
け
た
ら
?
“

"
眠
れ
な
い
か
ら
‘
擦
を
〈

れ
る
医
者
に
行
き
た
い
“

"
働
い
て
い
な
い
の
な
ら
何

時
で
も
眠
れ
る
.
外
出
し

て
身
体
を
動
か
し
日
光
に

当
た
る
と
、
薬
に
績
ら
な
〈

て
も
眠
ら
れ
る
の
だ
が
?
“

"
そ
う
で
す
ね
i
.

で
も
、

外
出
し
た
〈
な
い
“

"
う
つ
だ
か
ら
そ
れ
は
分
か

る
.
で
も
、
部
屋
に
閉
じ
こ

も
っ
て
天
井
ば
か
り
見
て
い

た
ら
、
考
え
事
の
堂
々
巡
り

で
、
出
口
が
見
え
な
い
よ
“

"
で
も
、
眠
っ
て
い
る
の
が
楽

な
の
で
:
“

誰
で
も
嬉
し
い
時
に
は

気
分
は
高
揚
し
、
悲
し
い
時

民刊跡柚"。

"
先
生
、
一
年
羅
っ
た
の
で
、
一

度
M
R
l

で
脳
幸
司
へ
て

〈
れ
ま
せ
ん
か
?
“

"
何
@
た
め
に
?
“

"
再
掲
し
た
ら
困
る
の
で
“

"
血
管
が
挟
〈
な
っ
て
い
た

ら
ど
う
す
る
の
?
“

"
。
・
0
・
0
・
“

時
要
望
に
沿
い
た
い
が
、
私

H
B胃
町
益
上
手
なE
S
S
c
h可

脳
血
管
が
狭
〈
な
っ
て
い

て
も
簡
単
に
鉱
げ
る
方
浩

は
な
い
で
す
よ
“

"
そ
う
で
す
か
・J

に
は
落
ち
込
む
。
最
近
、
う

つ
病
患
者
が
増
え
て
い
る
。

う
つ
病
と
診
断
さ
れ
る
気

分
障
害
の
中
に
は
、
適
応
障

害
や
気
分
変
調
症
な
ど
の

抑
う
つ
状
態
の
人
が
含
ま

れ
て
い
る
。

"
軽
い
卸
う
つ
状
態
な
ら
ば
、

心
理
療
法
に
よ
っ
て
心
を

ケ
ア
し
、
必
要
最
小
限
@
薫

梅
幸
適
正
使
用
す
る
こ
と

に
し
て
は
?
“

社
会
保
障
制
度
・
困
民

皆
保
険
制
度
の
理
念
を
想

起
し
た
い
。
現
在
は
必
ず
し

も
未
来
を
保
証
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
未
来
は
現
在

の
所
産
で
あ
る
。
人
そ
れ
ぞ

れ
に
、
現
在
の
自
立
・
自
助

が
実
り
あ
る
未
来
に
繋
が

る
w
p
￥
期
待
さ
壮
基
共
助
・

公
助
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
昨
今
の
社
会
・
医
療
環

境
に
、
心
が
通
う
「
相
互
信
"

頼
・
共
感
・
共
鳴
」
の
暖
か
い
凶

人
目
禁
望
ま
れ
る
判

官。



[開いづくりが健闘への道]
「静岡県高齢者生活実態調査」の結果か

日本I孟、急速に高附防湿み、今や世界ーの畏寿固となっています。

元気怠高齢者が増える一方で、閉じこもり高齢者の社会問題化が危模されています。
静岡県高齢者生活実態調査は、高齢期の県民自嘆捕を迎えるまで、

いかにして長く活動的に色冒できる由噌知るために平成1 1年か5実施されました。
平成20年には、5706名対象に調査を行いました。今回l孟、その結果の一部を紹介します。

『ボランティア渚副院、自分捌司かの彼10:立っていると実感できる構会』

この図l志、「自分由明l!tJだと感じることがありますか」という聞いと
ボランティア活動の参加頻度の関係を表しています。

ボランティア活動に多く参加している人ほど、費財調書を自覚する人力ゆtJ，いという結果が出ていました.

その他市民講座や趣昧の教室砿ど、学習的活動を行っている人も、
行ってい芯い人lζ比べて無力感を自覚しにくい傾向にありました。

〆戸圃噌

無気力感の有事費とポランティアの倒閣度
『舛出を多くし、憲欲的窓生活を・・・』

高齢者、特に定年退職後の人の場合、今までより社会的役割が援少し、

家に居るととが多く怠るかと思います。週5回以上のポランティア活動樹すっている人I孟、

行コていない人に出ベて脚3さを感じない缶百が維持できる可能性桝5倍と恕コておD、

社会開賜均維持古胃齢者における意欲的拡乞習の鍵と砿りそうです。
また、外出頻度についても同様に、週5回以上の外出(<1;、家に殆どいる人に比べて
無力さを感じ拡いヨヨ冒坤闘できる可能性力胃く出ています。

身体機能の低下が避Iオ5れtJ，い高齢期こそ、外出機会を多くも吉、

さらに社会的役割を維持させるととが、いつまでも元気で吉欲的忽乞晋を送コていく上で重要です。

|盟型器開センタ刈~・~.U"'i.I.} ~.I.r~ 
@官制圃〆“"

静岡県介護実習・普及センターでは介護の勉強・研修などに活用していただける
ビデオ・ DVDの貸し出しを無料で行っております。遠方で来所されるのカ灘し
い方は郵送での貸し出しも行っております。(返却時の送料はご負担願います)
.貸出ビデオ・ DVDの一覧の郵送肴盟、お問合せなどお気置にお電話ください

Et・E・3・凶・~.Jli~iI
0貸出は、 1 固につ曹ビデオテープ・DVD合わせて3点までです.
0貸出期聞は2週間までです.

J<DVD3枚組〉
日々の介種に必要な知鴫と技術を知~ことができます.
[内容1
.介園者@値康管理 ・ベッドメイキングの方法
移動の介歯 @衣麗着脱@介首
.身体@清潔 .食事@介置 e排遣の介置

体位・獲艶安換
・入浴@介醤

l緊急時@介置

鋼需とケア1<全5巷〉
毘知症は身近な病気です.基本か8ケアまで学びます.
I内容l
a知症@症状と理解 ・鴎知症の早姻診断と治療
毘知症のリハビリテーション ・入植の蹟瞳と措置のリス0管理
寵知症の支撮~ケアの手がかりと周辺症状への対応~

宮宵1青空空管糟部開骸躍宮野'
制骨骨綱.。



芝
日

明

す
る

制

ま
す

刊

の
.
ド吋

園
ィ
一

朝
.
内向

戦
附

挑
ゅ

に
珊

自
国U
U朝

の
畑てくてく「日

黒
船
祭
で
知
ら
れ
る
下
回
は
、

江
戸
時
代
の
終
わ
り
に
、
日
本

で
最
初
に
外
国
船
の
出
入
り

が
許
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー

提
督
が
上
陸
し
た
港
で
す
。
そ

の
歴
史
の
数
々
が
点
在
す
る
「
開

国
の
ま
ち
下
回
」
の
史
跡
を
案

内
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
F

が
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
下
回
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
協
会
」
の
会

員
の
皆
き
ん
で
す
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

協
会
を
ま
と
め
な
が
ら
、
自
ら

も
ガ
イ
ド
し
て
歩
く
会
長
の

加
畑
園
衛
(
か
ば
た
く
に
え

い
)
さ
ん(
η歳
)
に
そ
の
足
跡

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
下
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ

ド
協
会
」
は
、
平
成
四
年
か
ら

始
ま
っ
た
「
下
岡
市
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
の
第
一

期
生
の
受
講
者
却
人
が
中
心

と
な
っ
て
、
平
成
四
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
ガ
イ
ド
を
積
み
重
ね
、

こ
れ
ま
で
に
7

万
人
を
超
え
る

観
光
客
に
、
開
国
に
ま
つ
わ
る

歴
史
を
史
実
に
忠
実
な
解
説

を
す
る
v
E

で
、
下
回
の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
承
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ

「
竜
馬
伝
」
で
下
回
が
出
て
く

「
一
度
し
か
な
い
人
生
、
こ
の

ま
ま
終
わ
っ
て
は
悔
い
が
残
る
」

ー

ω
歳
で
定
年
退
職
し
た
時
、

望
月
五
郎
さ
ん
は
そ
う
思
つ
が
も

そ
し
て
3

年
後
、
夢
だ
っ
た
全

国
縦
断
徒
歩
旅
行
を
敢
行
。

昨
年
5

月
に
日
本
最
北
端
の

北
海
道
稚
内
市
の
宗
谷
岬
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
4

カ
月
を
か

け
て
、
九
州
最
南
端
の
佐
多
岬

に
到
達
。3
千
回
を
1

日
平
均

お
回
の
ペI
X
で
踏
破
'
ζ
ι。

宿
泊
は
、
ほ
と
ん
ど
が
飛
び

込
み
。
宿
の
多
い
駅
周
辺
や
国

道
沿
い
の
市
街
地
に
夕
方
到
着

で
き
る
よ
う
、
平J
h
a
を
選
ん
持
九
。

夜
は
電
車
や
車
の
騒
音
に
敏

感
に
な
り
、
熟
睡
で
き
た
日
は
一

度
も
な
か
っ
た
。
夕
食
は
宿
周

る
場
面
も
あ
り
、
よ
り
い
っ
そ

弓
オ
イ
ド
に
熱
ぞE
旬
ま
す
。

平
日
は
午
前
中
、
土
曜
日
・

日
曜
日
に
は
午
前
と
午
後
の

2

回
に
わ
た
り
、
2

時
間
コ
l

x
で
無
料
の
ガ
イ
ド
が
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
依
頼
が
あ

れ
ば
い
つ
で
も
案
内
し
て
く
れ

ま
す
。
(
こ
の
場
合
は
、1
人

1
0
0

円
の
ガ
イ
ド
料
金
が

必
要
)
た
だ
し
、
夏
場
の7
月

中
旬
か
ら
8

月
末
ま
で
は
、
案

内
す
る
側
・
さ
れ
る
側
と
も
に

暑
さ
対
策
な
ど
が
難
し
い
こ
と

か
ら
「
夏
休
み
」
と
し
、
ま
た
、

太
晦
日
と
元
日
は
「
正
H

妹
み
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
対
象
の
史
跡
は
、
下

回
仮
奉
行
所
が
置
か
れ
た
「
宝

福
寺
」
や
日
米
和
親
条
約
下

回
条
約
が
締
結
さ
れ
た
「
了

仙
寺
」
、
「
ペ
リ1
の
上
陸
地
」

な
ど
m
箪
内
T
金
在
説
明
は
、

当
時
の
様
子
が
よ
み
が
え
る

よ
う
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

ガ
イ
ド
す
る
内
容
は
、
養
成

講
座
で
使
用
し
た
教
本
を
も

と
に
統
一
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

話
し
方
や
付
随
す
る
事
項
は
、

会
員
の
勉
強
内
容
で
異
な
る

も
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。

辺
の
居
酒
屋
で
。
徒
歩
旅
行
の

話
を
す
る
と
、
地
元
の
人
と
も

自
然
に
打
ち
解
け
る
ャE

が
で

き
、
み
ゐ
な
樫
蛤
で
下
れ
た

毎
日
の
出
会
い
が
楽
し
み
で
、

そ
れ
が
旅
行
を
続
け
る
原
動

力
に
な
っ
た
と
い
う
。

旅
の
閥
、
最
も
怖
か
っ
た
の
は

交
通
事
故
。
歩
道
の
な
い
国
道

の
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
た
時
に
は
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
体
の
す
ぐ
横

を
す
り
抜
け
て
行
き
、
生
き
た

心
地
が
し
な
か
?
た
と
℃
つ
。

リ
ュ
ッ
ク
を
軽
く
す
る
た
め
、

毛
一
本
で
も
対
象
に
し
た
。
持
っ

て
い
Z

旨
本
地
図
は
、
歩
き
終

わ
っ
た
地
域
か
ら
破
り
捨
て
て

い
っ
た
。
目
見
の
荷
物
を7
堵

に
減
量
し
て
も
、
腰
痛
に
悩
ま

き
れ
た
。

そ
ん
な
旅
で
気
づ
い
た
こ
と

も
多
か
っ
た
。
「
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
、
ど
こ
も
水
田
ば
か
り
。

食
糧
は
心
配
な
い
と
実
感
し

ま
し
た
。
そ
し
て
海
辺
に
は
小

さ
な
識
港
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

漁
業
や
農
林
業
の
大
切
さ
と
、

そ
れ
に
携
わ
る
人
た
ち
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
ゃ
蒋vた
な
け
れ
ば
。

歩
き
旅
は
、
地
理
や
歴
史
、
文

化
な
ど
の
ほ
か
、
出
会
っ
た
多

く
の
人
に
人
生
を
教
え
ら
れ
、

現
在
の
会
員
数
は
、ω
歳
代
か

ら
8
0

歳
代
の
お
人
(
男
四
人
、

女
M
人
)
で
、
平
均
年
齢
は
叩

歳
で
す
。
1

人
が
ガ
イ
ド
す
る

日
数
は
月
平
均
5

目
前
後
と

な
る
そ
h
つ
で
す
。

課
題
や
自
標
をS
F宇
ね
る
久

こ
こ
数
年
の
「
養
成
講
座
参
加

者
」
が
5

人
程
度
と
減
少
し
て

い
る
h
E
』
か
ら
、

ま
し
た
。

一
方
で
、
地
元
の
小
・
中
学
生

に
も
っ
と
下
回
の
歴
史
を
学
ん

で
、
外
に
向
け
て
下
回
の
よ
さ

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
と

願
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

活
用
し
た
「
郷
土
史
を
勉
強

す
る
機
会
」
を
設
け
て
欲
し
い

と
、
下
回
市
教
育
委
員
会
に
申

し
入
れ
を
し
て
い
る
と
目
を
輝

か
せ
て
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
下
回
が
好
き
で
、
下
回
を

も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
思
い

が
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
出

発
点
」
と
力
説
す
る
姿
は
、
観

先
都
市
下
回
を
裏
で
支
‘
え
る
、

ま
さ
に
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
誇
り
に
満
ち
て
い
る
よ
う
に

見
‘
え
ま
し
た
。

量
需
描
匡
生
量M
起
草
春
風
山
本
島

自
分
を
見
つ
め
直
す
総
合
学

習
に
な
り
ま
し
た
」
と
力
を
込

め
る
。

望
月
さ
ん
は
、
旅
で
感
じ
た

こ
と
を
、
次
代
を
担
う
子
供
た

ち
ゃ
若
者
に
も
伝
え
た
い
と
考

え
て
い
る
。
全
困
を
縦
断
中
は
、

訪
れ
た
土
地
の
名
所
を
携
帯

電
話
で
撮
影
し
、
地
元
の
静
岡

市
立
松
野
小
学
校
の
子
供
た

ち
へ
メ
ー
ル
で
送
っ
た
。
帰
省
後

も
、
旅
先
で
知
り
合
っ
た
，
歩

き
“
の
授
業
を
し
て
い
た
高
校

の
先
生
な
ど
の
依
頼
で
、
北
海

道
や
九
州
ま
で
話
し
に
行
っ
た
。

今
後
も
依
頼
が
あ
れ
ば
「
全
国

ど
そ
も
無
料
引
盛
岡
昌
幸
子
。

ど
ん
ど
ん
声
を
か
け
て
ほ
し
い
」

と
の
こ
と
だ
。
5

月
に
こ
の
体

験
を
本
と
し
て
出
版
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。

望
月
さ
ん
は
若
い
時
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。
現
在
は
、
健

康
づ
く
り
に
と
、
マ
ラ
ソ
ン
キ

卓
球
に
熱
中
し
て
い
る
。
「
定

年
傘
陸
崎
両
日
倉
ら

I
y
晶
苧h
し
、

現
役
時
代
と
は
違
う
舞
台
で

自
己
主
張
し
た
り
、
少
し
は

社
会
の
お
役
に
立
つ
こ
と
を

し
て
い
く
。
そ
ん
な
生
き
方

が
あ
う
て
い
い
」
と
望
月
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
定
年
を
迎
え
る
人

も
、
望
月
さ
ん
の
挑
戦
を
ぜ

ひ
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

(
静
岡
地
匡
・
生
容
が
日
韓
韓
民
田
中
掴
圭

鶴
居
の
依
頼
・
問
い
合
わ
せ
は
‘
望
月
さ
ん

(E0544

,.g4!1647) 

ま
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い
し
ま
し
た
。

最
初
に
活
動
を
始
め
ら
れ

た
き
っ
か
け
を
伺
う
と
、
平
成

u
年
に
日
本
の
棚
田
百
選
と

静
岡
県
棚
田
等
十
選
に
還
ば

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
集
落
全

体
が
高
齢
化
L

、
休
耕
田
も
増

晶
、
き
た
よγあ
、
何
と
か
し
た
い
、

こ
の
棚
田
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

℃
ワ
思
い
で
始
め
た
そ
う
で
す
。

農
家
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

守
っ
て
い
か
な
く
て
は
と
い
う
こ

と
で
、
都
市
部
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

"
を
募
集
し
た
り
、
静
岡
県
が
進

'

め
る
コ
杜
一
村
運
動
」
で
企
業

告80名(畑圃)

の
社
員
か
ら
も
ポ

y
テ
イ
ア

に
来
て
も
ら
ぞ
い
る
そA
A者
。

春
の
田
植
え
や
秋
の
収
穫
を

必
に
、
約2
0
0
人
の
ポ
ラ
ン

テ
4
'
に
支
え
ら
れ
て
、
棚
田
の

維
持
管
理
を
し
て
守
っ
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
年
齢
層
は

由
金
生
す
与
認
堅
苦
幅
広
い
。

次
に
、
活
動
内
容
の
こ
と
を

伺
う
と
、
田
植
え
や
草
刈
り
、

道
路
の
清
掃
、
稲
刈
り
な
ど
で

す
が
、
平
日
は
、
地
元
の
若
い

人
も
外
に
勤
め
に
出
て
い
る
の

で
、
主
に
土
日
に
哲
て
ど
志
す
。

毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

す
る
と
き
に
は
、
国
人
く
ら
い

で
い
っ
せ
い
に
や
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
と
、
毎
年H
月
く
ら
い
に
「
大

栗
安
棚
田
ウ
ォ1
ク
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
浜
松
の
都
市
部

の
住
民
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
棚
田
の
周
り
を
散
策
し
た

り
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
昼
食

を
一
緒
に
会
へ
た
り
、
し
め
縄
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
や
り
が
い
や
良
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
逆
に
大
変
な
こ

と
を
伺
い
ま
し
た
。
一
昨
年
度
、

第
1

回
静
岡
県
景
観
賞
の
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
自

分
た
ち
が
棚
田
を
維
持
し
て

き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
良
か

。一

.募集人員

・会場
..加料

・申込細切

・その他

圃054・~53・42221IID054・~53・4221

っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
変
な
こ

と
は
、
百
姓
全
般
の
仕
事
が
大

変
な
ん
で
す
よ
。
(
笑
)
こ
れ
か

ら
先
も
農
家
の
高
齢
化
が
ま

す
ま
す
進
み
、
休
耕
聞
が
多
く

な
る
手
と
を
心
配I
ぞ
い
ま
す
。

最
後
に
、
鈴
木
さ
ん
に
今
後

の
豊
富
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

鈎
年
く
ら
い
前
の
こ
の
地
域
は
、

家
の
前
に
み
ん
な
棚
田
が
あ
り
、

家
族
が
暮
ら
し
て
い
く
生
活
の

一
部
分
と
し
て
の
位
置
づ
け
が

あ
去
句
こ
の
地
域
は
山
間
地
で
、

過
疎
・
高
齢
化
が
非
常
に
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
棚
田
は
機
械

が
入
れ
ず
手
作
業
中
心
で
す

か
ら
、
保
全
し
て
い
く
に
は
条

件
的
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
、
お
金
や
物
を
追

い
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
一
度
壊

れ
た
ら
一
一
度
と
取
り
返
せ
な
い

こ
の
自
然
と
、
家
の
前
に
田
ん

ぼ
が
広
が
る
昔
な
が
ら
の
農
村

の
風
景
を
、
維
持
し
て
い
る
人

た
ち
が
居
る
こ
と
を
理
解
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
「
こ
の
棚
田
を
、
地

域
の
歴
史
を
伝
え
る
文
化
遺

産
と
し
て
、
次
の
世
代
に
渡
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
取
材
を
さ
せ
て
頂
い
て

会場・静岡県介聾実習・普及センター研修室、介護実習量(静岡市)

薗師・介檀支揖専門員、看檀師、管理栄聾士、歯科医師・歯科衛生士砿ど

9(水〉床ずれにならないために、排3世について

⑪
 

感
じ
た
こ
と
は
、
「
棚
田
で
の
"

米
な
ど
の
収
穫
量
は
多
く
は
同

な
く
、
負
の
財
産
で
は
あ
る
が
、
咽

大
雨
が
降
っ
て
も
回
に
水
を
制

溜
め
て
、
上
の
固
か
ら
下
の

回
へ
と
ゆ
?
、
り
水
を
流
し
、

洪
水
を
起
こ
し
に
く
く
す
る

機
施
の
他
、
土
砂
崩
壊
を
防

止
す
る
な
ど
の
多
面
的
機

能
移
蒜
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

私
た
ち
の
暮
ら
し
ゃ
環
境
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
棚
田
を
守
り
抜
く
こ
と
に

意
義
が
あ
る
」
と
語
る
鈴
木

き
ん
の
除
の
奥
の
中
に
強
い

意
気
込
み
と
決
意
を
感
じ

キ
「
」
も
ん
。

本
日
は
お
忙
し
い
さ
易
、

快
く
取
材
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

傘
デ
し
れ
九
。

漢
撃
蔀
置
主
義
置
撃
き

6/ 

定員:10-30名
時間:平日叩:00-16ωの聞-・・・正I主ι~

皆さまのUクエストに対応する講座です。
当センターの介護実冒室にある福祉用具等を使用して各種実習も体験できます。
また、皆さまの身近芯会場にも出頭いたします。ますl草、ご相醗ください。

~054・273・7876[お申込み先1 静岡県介檀実冒・普及センター

@血相脚柿..

開催日 5/22土)
・2E互3
・主 管財団法人し手おか健康長寿財団

..加資格静岡県内lζ在住する60歳以上の健康砿者
(昭和26'年4月 1 日以前lζ生まれた者)

3kmの部、 5kmの部、 10kmの部

草薙総合運動場陸上競技場

500円(ぜッケン、保険料を宮匂)

平成22年4月20日(火)

本大会l孟、「ねんりんピック石川2010J の静岡県、静岡市の代表遣手の
遇考会を兼ねています。

[問合せ/お申込み先1
財団浪人しずおか健康長舟財団



小松、熊本、鹿児島に加え路線拡大E

静岡ω札幌|静岡ω福岡

4月1目、路線開設。|
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..・ f・Jldr・・聞・ Irll・・...・圃
".闘{年剛繍体》

FDAコールセシ~­
'開時開・卸司'111:30 博中舞嗣050 ・ 3786 ・ 0489

ムエアラインズフジドリ

~f..Qd FDAコールセシターまたは、お遺(1I)i島待合祉にお聞い合:b1t下書也、.
後・@鱒行会社可，..医'.0てお切.<世ん.


